
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

学校名 大垣市立中川幼稚園 

実施期間 平成２６年１１月１１日（火） 

実 施 概 要 

 

○１１月１１日 (火) 親子運動遊び 及び 保育参観 

＜親子運動遊び＞両足跳び・バランスをとる・両手で体を支える・つかまる・ 

        ボールを使って・四つ這い など 

＜保育参観＞ 『ゲーム屋さんで遊ぼう』『秋の自然物を使って遊ぼう』 

        コリントゲーム、けん玉、的当て、マラカス、玉入れ 

        製作コーナー（どんぐり人形、落ち葉で造形遊び など） 

実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 

 □自然  □歴史  □文化  □産業  ☑その他 

公開の方法 

 ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 

 □地域行事等参加  □その他 

来校者数 
保護者 ３７      人 

計   ３７  人 
地域関係者        ０      人 

 

実 施 状 況 

 

○１１月１１日 (火)  

＜親子運動遊び＞  

  ・親子でふれあいながら、楽しく体を動かして遊ぶ中で、家庭でもできる体 

づくりの方法を学んだ。 

＜保育参観＞ 

・『ゲーム屋さんで遊ぼう』では、子どもたちが廃材で作ったゲームで、保

護者も一緒に遊んだ。使った自然物が収集できる場所や他の遊び方につい

て話を聞く場を設けた。 

  ・『秋の自然物を使って遊ぼう』では、保護者が子どもの頃に遊んだ遊び方 

や、どんぐりゴマの作り方などを子どもたちに伝えながら、一緒に遊んだ。 

 

成果及び課題 

 

○１１月１１日(火) ＜親子運動遊び＞及び＜保育参観＞ 

  ・親子でふれあう心地よさや、皆で力を合わせてゲームをする楽しさを味わ

え、人とかかわるぬくもりを感じることができた。また、体を十分動かす

ことで心や脳の発育も促されることを再認識していただける機会となっ

た。 

・地域住民である父親や母親が、幼かった時の遊び方を伝承することで、よ

り自分たちで作った遊び道具に親しむことができた。しかし、幼い頃に経

験していない保護者も数名あり、今後は地域の年配の方を呼んで親子で伝

承遊びにふれる場を計画していきたい。 

 


